
御前崎市

令和元年度から継続して、「だれでも食堂もぐもぐマツイ学園」（こども食堂）を実施している。調

理師専門学校という場を活かし、学生の考えたメニューを提供したり、食を通じた親子時間の提供を

行ったりしている。活動の中では、実際に親子で調理の仕上げを行ったり食に関するクイズが出され

たりする食育講話も行っている。最近では地域住民の理解も深まり、食材提供者などの協力者が増え

ており、地域の親子が集える場として根付いてきている。

活動内容等

ふ り が な

団 体 名

だれでも食堂もぐもぐマツイ学園
しょくどう がくえん

（学校法人マツイ学園 中 遠 調理師専門学校）
ほうじん ちゅうえんちょうりしせんもんがっこう

(1) 事業の目的

及び活動の方

向性

地域の中で子どもが健やかに育成されるよう、食を通じて環境を整えていく。

学校という学びやすい場の中で、地産地消と食育を兼ねて、より身近に食を感

じ、家族とのつながりをもち、共に学べる場を提供する。

更に在学生に地産食材のメニュー開発も行っている。

(2) 活動体制等

（連携する団体、

子供･地域住民

等の参加状況、

活動年数等）

・連携する団体…株式会社ダイナム、御前崎市家庭教育支援員、御前崎市教育

委員会社会教育課、その他近隣農家・企業等

・参加状況

R01…40 食 R02…12 家族 31食

R03…14 家族 37 食 R04…13 家族 34食

・令和元年度より実施し、今年度で５年目。定期的に年２回行っている。

（3）活動内容及

び成果

・地域の方からいただいた食材を使ったメニューなどを低価格で提供し、子ど

もたちの家族や地域の方とのふれあいの場となっている。継続して実施するこ

とにより、繰り返し参加する方も増えたり、参加者間の会話も増えたりしてお

り親子の居場所になっている。

・親子で食事を取るだけでなく、食育や調理の体験を行う。また、実際に食材

提供をした農家さんも一緒に食事をしたり話を聞く時間、食を学ぶ機会をもう

けるなど在校生とも学びあい、子供と地域の方の繋がりもうまれている。

(4) その他

特記事項

がっこう がくえん


